







The Kumano-Kanjin Jikkai Mandala and Its Roots (X):
Locations of Replica and Other Variations on Ogurisu’s Classification
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再調整された距離クラスタ結合
平均連結法を使用するデンドログラム（グループ間）
図８　12変数階層的クラスター分析（変数３・６・９・17・21・23・24・26・33・36・
37・38で構成）による樹形図
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　次に，模写本の２例が乙系統のどの定型本に近いかを推定するために，図５の除去変数
にさらに模写本と定型本の相違を捉えるために設定した変数41・42・44も分析変数から
除去した34変数による分析を図６に示す。
　その分析の結果，天福寺本は定型本乙系統Ⅸ形式に近いものとして位置づけることがで
きた。これは天福寺本は定型本乙系統Ⅸ形式の模写本とした小栗栖（2011）の推定通りの
結果といえる。一方，六道珍皇寺乙本は乙系統Ⅹ形式の模写というより，乙系統全体に繋
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がり，乙系統Ⅹ形式の次の段階の様式をもった模写本であると推定することができるので
はないだろうか。
　次に，宮川（2012）は，小栗栖（2011）の最も基本的な分類基準項目と呼んだ10変数
（変数３・６・21・23・24・26・33・36・37・38）のみでは小栗栖の新分類枠に合致した
クラスターが分離できないということから，定型本乙系統Ⅸ形式とⅩ形式の差異を示す変
数17（人道の人数），甲系統Ⅰ形式と他の甲系統を区別する変数９（館すなわち産屋の欄
干）の２変数を加えた合計12変数による分析が，小栗栖の新分類に近いものとして指摘
している。今回の分析では，模写本が含まれている関係で，これに定型本と模写本の区別
をする変数41・42・44を加えた15変数が最小の変数による分類と考えられる。この15変
数による階層的クラスター分析を参考までに図７に示す。
　その分析の結果形成された樹形図を見ると，定型本甲系統の分類は小栗栖（2011）の分
類通りのクラスターが形成されるとともに，丙系統Ⅺ形式の正覚寺本，および長命寺穀屋
寺甲本・乙本の位置関係は先の分析と同じ位置づけを維持している。次に，定型乙系統諸
本と別本の樹形図上の位置づけを見てみる。正念寺本が，前述の分析や宮川（2012, 2013）
の分析と同様，乙系統Ⅸ形式ではなく西大寺本と同様乙系統Ⅹ形式のクラスターに分類で
きること，また模写本天福寺本は乙系統Ⅶ・Ⅷ・Ⅸに近いもの，六道珍皇寺乙本は乙系統
Ⅹ形式に近いクラスターに収まっていることが分かる。
　次に，定型本と模写本の区別をする変数41・42・44を除いた12変数での階層的クラス
ター分析の結果を図８に示す。
　この基本的な12変数による階層的クラスター分析により形成された樹形図をみると，
作図上の甲系統と乙系統の構造が上下が入れ替わっているものの，基本的なクラスターの
構造は大きく変化していないことがわかる。定型本と模写本との区別を示す変数を除いた
ことにより，天福寺本は定型本乙系統Ⅸ形式に位置づけられ，六道珍皇寺乙本は乙系統Ⅹ
形式のものに位置づけられていることがわかる。模写本の位置づけとしては，小栗栖
（2011）の分類と正念寺本の分類上の位置づけを除けば，ほぼ小栗栖（2011）の新分類枠
に近いものであることがわかる。
　今回の分析では，熊野観心十界曼荼羅の定型諸本に近い別本長命寺穀屋寺甲本・乙本，
模写本天福寺本・六道珍皇寺乙本を階層的クラスター分析を適用することで，その発展過
程上の位置づけを探る科学的なアプローチを試みたが，この手法は質的な分析と平行利用
することにより，十分有効な結果が得られるものと結論づけられるのではないだろうか。
謝辞
　本研究の分析は，兵庫県立歴史博物館小栗栖健治先生の調査データを基盤にしている。執筆に
あたり，小栗栖健治先生にさまざまなご助言を賜りましたことを記して感謝申しあげます。ま
た，元興寺文化財研究所の高橋平明先生に貴重な情報提供をいただきました。長命寺穀屋寺諸本
の調査にあたり，長命寺住職武内隆韶様並びに近江八幡市立資料館の方々にお世話になりまし
た。天福寺住職松下龍雄様，六道珍皇寺住職坂井田良宏様にはご什宝の調査と写真掲載にあた
り，お世話になりました。記して感謝申し上げます。
─　　─149
熊野観心十界曼荼羅とそのルーツ（Ⅹ）
引用文献
埴岡真弓　2005　“桜の下の僧” とその背景─「熊野観心十界曼荼羅」にみる説話的イメージ　
絵解き研究，19，77‒106.
宮川充司　2008　熊野観心十界曼荼羅とそのルーツ（Ⅳ）─産屋の表現形態─　椙山女学園大学
研究論集（人文科学篇），39，115‒125.
宮川充司　2011　熊野観心十界曼荼羅とそのルーツ（Ⅶ）─続新出諸本の分析─　椙山女学園大
学研究論集（人文科学篇），42，55‒70.
宮川充司　2012　熊野観心十界曼荼羅とそのルーツ（Ⅷ）─階層的クラスター分析による小栗栖
の分類枠の検証─　椙山女学園大学研究論集（人文科学篇），43，9‒21.
宮川充司　2013　熊野観心十界曼荼羅とそのルーツ（Ⅸ）─階層的クラスター分析による穀屋寺
甲本の位置づけ─　椙山女学園大学研究論集（人文科学篇），44，11‒25.
小栗栖健治　2004　熊野観心十界曼荼羅の成立と展開　塵界（兵庫県立歴史博物館紀要），15，
129‒242.
小栗栖健治　2011　熊野観心十界曼荼羅　岩田書院
滋賀県立近代美術館・愛媛県立美術館・世田谷美術館　2010　生誕100年特別展白州正子　神と
仏，自然への祈り展図録
高橋平明　2007　熊野観心十界図の表現技法と表現解釈─相同・相違を視座として─　絵解き研
究，20・21（合併号），113‒136.
